
平
成
二
年
大
蔵
省
令
第
二
十
号

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
国
債
の
登
録
手
続
の
特
例
に
関
す
る
省
令

国
債
に
関
す
る
法
律
（
明
治
三
十
九
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
国
債
の
登
録
手
続
の
特
例
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

（
総
則
）

第
一
条
　
国
債
の
登
録
手
続
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
手
続
に
関
し
て
は
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
電
子
情
報
処
理
組
織
　
日
本
銀
行
に
設
置
さ
れ
る
電
子
計
算
機
と
、
当
該
電
子
計
算
機
の
利
用
に
つ
き
日
本
銀
行
と
契
約
を
し
た
者
の
使
用
に
係
る
入
出
力
装
置
（
以
下
「
入
出
力
装
置
」
と
い
う
。
）
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接

続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。

二
　
請
求
者
　
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
国
債
の
登
録
手
続
を
行
う
者
を
い
う
。

三
　
国
債
の
登
録
手
続
　
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
三
十
号
。
以
下
「
発
行
省
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
七
項
及
び
国
債
規
則
（
大
正
十
一
年
大
蔵
省
令
第
三
十
一
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い

う
。
）
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
国
債
の
登
録
の
請
求
、
規
則
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
の
変
更
の
請
求
（
以
下
「
登
録
変
更
請
求
」
と
い
う
。
）
、
規
則
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
質
権
設
定
又
は
転
質
の
登
録
の

請
求
及
び
規
則
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
質
権
の
登
録
の
変
更
又
は
抹
消
の
請
求
（
以
下
「
質
権
関
係
登
録
請
求
」
と
い
う
。
）
並
び
に
規
則
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
質
権
に
非
ざ
る
担
保
（
以
下
「
担
保
権
」
と
い
う
。
）

の
登
録
の
請
求
及
び
規
則
第
四
十
条
に
規
定
す
る
担
保
権
の
登
録
の
変
更
又
は
抹
消
の
請
求
（
以
下
「
担
保
権
関
係
登
録
請
求
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
国
債
の
登
録
手
続
）

第
三
条
　
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
日
本
銀
行
と
契
約
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
国
債
の
登
録
手
続
に
つ
い
て
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
発
行
省
令
第
四
条
第
七
項
及
び
規
則
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
国
債
の
登
録
の
請
求

二
　
登
録
変
更
請
求
の
う
ち
譲
渡
に
係
る
権
利
の
移
転
に
よ
る
登
録
変
更
請
求

三
　
規
則
第
三
十
七
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
場
合
の
う
ち
、
利
息
に
関
す
る
定
め
の
み
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
質
権
関
係
登
録
請
求

イ
　
質
権
設
定
又
は
転
質
の
登
録
の
請
求

ロ
　
質
権
の
登
録
の
変
更
の
う
ち
質
権
者
、
質
権
の
目
的
と
な
し
た
る
登
録
金
額
、
債
権
の
金
額
、
債
権
の
極
度
額
、
債
権
の
弁
済
期
、
契
約
の
満
了
期
、
設
定
の
事
由
及
び
債
務
者
の
変
更
の
請
求

ハ
　
質
権
の
登
録
の
抹
消
の
請
求

四
　
担
保
権
関
係
登
録
請
求
の
う
ち
担
保
権
の
登
録
の
請
求

（
登
録
手
続
の
入
力
事
項
等
）

第
四
条
　
請
求
者
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
国
債
の
登
録
手
続
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
手
続
に
つ
き
規
定
し
た
発
行
省
令
又
は
規
則
の
規
定
に
お
い
て
書
面
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
入
出
力
装
置
か
ら
入
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
日
本
銀
行
は
、
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
入
力
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
入
力
に
つ
い
て
は
、
書
面
の
提
出
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
て
規
定
し
た
発
行
省
令
又
は
規
則
の
規
定
に
規
定
す
る
書
面
の
提
出
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
当
該
発
行
省
令
又
は
規
則
の

規
定
を
適
用
す
る
。

（
入
力
者
識
別
カ
ー
ド
等
の
使
用
）

第
五
条
　
請
求
者
は
、
第
三
条
第
四
号
に
掲
げ
る
国
債
の
登
録
手
続
を
行
う
場
合
に
は
、
入
力
者
識
別
カ
ー
ド
（
入
力
す
る
者
を
識
別
す
る
た
め
の
集
積
回
路
を
付
し
た
カ
ー
ド
で
、
日
本
銀
行
が
配
布
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
入
力
者
識
別
番
号
（
入
力
す
る
者
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
で
、
請
求
者
が
あ
ら
か
じ
め
書
面
に
よ
り
日
本
銀
行
に
届
け
出
た
も
の
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
し
て
入
力
す
る
も
の
と
す

る
。

２
　
請
求
者
は
、
第
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
国
債
の
登
録
手
続
を
行
う
場
合
に
は
、
入
力
者
識
別
カ
ー
ド
又
は
入
力
者
識
別
番
号
及
び
認
証
コ
ー
ド
（
日
本
銀
行
が
当
該
請
求
の
当
事
者
の
う
ち
入
力
す
る
者
で
な
い
者
の

請
求
意
思
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
符
号
で
、
日
本
銀
行
が
定
め
る
手
続
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
を
使
用
し
て
入
力
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
質
権
者
が
質
権
の
登
録
の
抹
消
を
請
求
す
る
場
合
及
び
日
本

銀
行
が
第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
国
債
の
登
録
手
続
の
当
事
者
で
あ
っ
て
入
力
す
る
者
で
な
い
場
合
に
は
、
認
証
コ
ー
ド
の
使
用
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
請
求
者
は
、
第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
国
債
の
登
録
手
続
を
行
う
場
合
に
は
、
入
力
者
識
別
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
入
力
す
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
済
通
知
書
の
交
付
の
特
例
）

第
六
条
　
日
本
銀
行
は
、
規
則
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
登
録
済
通
知
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
登
録
済
通
知
書
」
と
い
う
。
）
を
請
求
者
の
使
用
に
係
る
入
出
力
装
置
に
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
交
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
日
本
銀
行
は
、
請
求
者
が
あ
ら
か
じ
め
書
面
に
よ
り
登
録
済
通
知
書
の
不
要
を
意
思
表
示
し
た
場
合
に
は
、
国
債
登
録
受
払
残
高
通
知
を
当
該
請
求
者
の
使
用
に
係
る
入
出
力
装
置
に
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
交
付
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
　
日
本
銀
行
は
、
請
求
者
が
あ
ら
か
じ
め
書
面
に
よ
り
登
録
済
通
知
書
及
び
国
債
登
録
受
払
残
高
通
知
の
不
要
を
意
思
表
示
し
た
場
合
に
は
、
当
該
登
録
日
に
お
い
て
合
計
し
た
登
録
金
額
及
び
除
却
金
額
を
当
該
請
求
者
の
使
用
に

係
る
入
出
力
装
置
に
出
力
し
、
又
は
当
該
登
録
日
に
お
い
て
合
計
し
た
登
録
金
額
及
び
除
却
金
額
を
収
録
し
た
磁
気
テ
ー
プ
を
当
該
請
求
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
交
付
及
び
通
知
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
財
務
大
臣
へ
の
報
告
）

第
七
条
　
日
本
銀
行
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
処
理
す
る
国
債
の
登
録
手
続
の
取
扱
い
に
関
し
、
財
務
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
財
務
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

1



こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
二
月
二
二
日
大
蔵
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
二
一
日
大
蔵
省
令
第
六
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
七
日
大
蔵
省
令
第
九
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
八
日
財
務
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
二
四
日
財
務
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2


